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 ホーチミン技術師範大学を約 1 年ぶりに訪れた。前回は群馬大学小林教授の研究室の皆さんに同行して、

電気電子工学部他、企業から提供された各施設を見学させていただいたが、今回は発足して間もない日越就

職トレーニングセンターVJEC にお邪魔して、日本向け IT分野の人材教育の取り組み状況を伺った。 

 

訪問日時： 2015年 1月 22日（木） 

面会者： Dr. Tran Thu Ha  Director, Vietnam Japan Orientation Education Center (VJEC) 

 Mr. Dau Trong Hien  Vice Dean, VJEC 

Dr. Le Chi Kien  Vice Dean, Faculty of Electrical & Electronics Engineering 

Dr. Nguyen Minh Tam Acting Dean, Faculty of Electrical & Electronics Engineering 

Mr. Tran Quoc Trung CEO, MINH NIET Group （日本語通訳） 

 他 VJECの女性 2名 

 

 

ホーチミン技術師範大学メインビルと正門付近 



 ホーチミン技術師範大学（Ho Chi Minh University of Technology and Education：HCMUTE）は、GE、

OMRON、Panasonic、トヨタなど企業からの支援を受けて、実践的な技術教育を行っている総合大学。学生

数 26,000名。ルネサスベトナム（RVC）にも多くの卒業生が入社している。 

 

 昨年 2月、大学組織として日越就職トレーニングセンター（VJEC：Vietnam Japan Orientation Education 

Center）を開設。日本語能力向上と共に技術力向上、ビジネスマナー指導など積極的な日系企業への就職ガ

イダンスを開始。現在約 400名が在席している。 

 VJECの活動方針は次の通り。 

（1） 実用になる日本語コース：技術系日本語、社会人としての日本語 

（2） 日系企業の要請に応じた技術者の短期育成コース 

（3） ベトナムから日本へ一貫した講義受講体制：経済面の配慮、日本の大学卒業証明取得可能 

（4） キャリアコンサルティング、就職斡旋の実施 

（5） 日越文化交流活動の推進：「仲良しクラブ」活動 

（6） 日越の教員・学生の交流 

（7） 日本の技術書・教科書のベトナム語翻訳・出版 

（8） 教員の専門スキル向上プログラムの推進：交流セミナー、研修会 

（9） 日本の教育機関と協力した、科学研究・技術 TTのサービス実施 

（10） 外国人へのベトナム語指導 

 

 貿易大学にあるVJCCのようにJICAの支援は受けていないが、すでに電気電子工学部として長岡技科大、

豊橋技科大、京都情報学院など日本の大学や専門校と交流していることは当センターの強み。一昨年（2013

年 11月）群馬大学もここを訪れている。 

 イギリス、シンガポールなど英語圏の国々とは同種の国際交流教育プログラムをスタートしており、英語

で講義する専用の教室が 6室設置されていた。VJECでも同様なインフラを整備していくとのこと。 

 

  VJECのセンター長、Dr. Ha（私の右隣）と

女性スタッフ 

英語講義専用教室。日本語講義教室も同様に

整備予定。 



 

 私から人財ソリューションで行っているベトナムエンジニアの日本企業就職先斡旋活動を紹介し、当社も

VJEC同様「日越の掛け橋」を目指している旨を説明した。VJECの活動方針の一部は当社の方針と重なっ

ているとのコメントあり、センター長から業務契約締結を打診された。国立の技術系大学として、将来に向

けて楽しみな日本の人材教育カリキュラムなので、是非協力させていただくつもりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から、Hien 副センター長、Haセンター長、私、Kien 教授 

打合せ後の記念品贈呈セレモニー 



電気電子工学部教授の方々と校舎の前で 

1年前校内を案内してくれた Dr. Tam（右端）と 

Mr. Hien（右端）と Mr. Trung（左から 2番目） 

左から Dr. Ha、私、Mr. Hien、Dr. Kien 



その他 

・今回、驚いたのはホーチミン市郊外にある大学に行く幹線道路がまた一段と良くなったことである。 

この道路はインテルや日本電産の工場があるサイゴンハイテクパーク（SHTP）にも通じる道路で、昔、大

型トレーラーが延々と渋滞していた狭い道が片側 3〜4車線の広い高速道路になっていた。この道路に並行し

て建設中の地下鉄高架橋工事もすすんでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地下鉄 Binh Thai駅建設予定地 

高速道路脇を地下鉄の橋梁が並ぶ 



訪問日時：2014年 11月 14日 

約 1年前、ホーチミン技術師範大学を訪れた時のスナップを掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正面メインビルの前で 

学生たちが集まる正門わきの木陰 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術師範大学での小林先生のプレゼンテーション風景 

VJECセンター長となった Dr. Haの背中が手前に見える。 

Dr. Tam（左）が我々を案内してくれた。OMRON の実験室にて。 



 

 

 

校内散策風景。このとき案内してくれた Mr. Nhon（左から 2人目）にも会うことができた。 

校内散策風景 その 2 

 



 

 

 

 前回訪れた時期 11月は、乾期の始まったまだ暑い盛りだったので、校内を案内されたと

きも皆さんは木陰や日陰に入って一息ついていたことが思い出されます。今回訪問した 1

月下旬はそれほど暑くなく、快適な季節でした。 

当時、電気電子工学部の実験室をいくつか案内されて、思いの外実践的なトレーニングを

重んじていたことが印象に残っています。 

 我々が訪問した後、技術師範大学に日本の学校や企業と協力して、ベトナムの若い人が

日本で活躍するためのスキルを研くトレーニングセンターが開設されたのはとてもうれし

いことだと思います。微力ではありますが、当社も積極的に応援したいと考えています。 

 

 群馬大学の皆さん、是非ホーチミン技術師範大学に足を運んで、新しい VJECの取り組

みをご覧になってください。できましたらこの活動に一緒に参画されることを願っており

ます。 

 

 

 

 

 

日陰を求めて。 



 ニッコーホテルにて 

 

 


